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市制施行50周年

高
萩
市
制
施
行
五
○
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
一
一
月
九
日
㈹

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
会
場
と
な
っ
た
文
化
会
館
に
は
七
○
○
人

を
超
え
る
み
な
さ
ん
が
出
席
し
、
新
た
な
市
政
発
展
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

。〆

式辞を述べる岩倉市長

式
典
の
中
で
岩
倉
市
長
は
「
幾

多
の
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、

英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
今
日
の

発
展
を
築
い
た
多
く
の
先
人
の
姿

が
思
い
浮
か
び
ま
す
．
我
々
は
こ

の
五
○
年
を
、
過
去
を
顧
み
る
だ

け
で
は
な
く
、
先
人
の
歩
み
を
生

か
し
、
大
き
く
輝
く
未
来
に
向
か
っ

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
飛

躍
の
糧
に
す
る
こ
と
で
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
と
、
決
意
を
新
た
に

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
．

続
い
て
、
各
分
野
で
市
政
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
一
八
五
人
の

方
と
、
九
○
団
体
に
功
労
者
表
彰

及
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県

飯
能
市
か
ら
は
沢
辺
瀞
壱
市
長
を

迎
え
、
両
市
の
防
災
意
識
の
向
上

と
、
さ
ら
な
る
親
交
を
期
し
て

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
高
萩
大
和
太

鼓
と
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
の
ほ

か
、
飯
能
市
在
住
の
高
橋
夫
妻
に

そ
う

よ
る
。
絃
琴
と
箏
」
の
記
念
演

奏
や
松
ヶ
丘
保
育
園
児
に
よ
る
日

本
太
鼓
の
演
奏
、
コ
ー
ル
・
パ
プ

リ
カ
帝
民
合
唱
団
）
に
よ
る
「
高

萩
市
民
の
歌
」
が
行
わ
れ
、
式
典

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
．

ｰ

大和田学さん

鵠
高萩大和太鼓の演奏

:‘

一読

鍼

》

抵

瑚

尋

瞳
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功労表彰・感謝状おめでとうございますノ

I
■
地
方
自
治
一
五
八
名
一

大
久
保
清
渡
辺
賢
太
郎
本
多

祐
治
根
本
栄
飯
田
邦
昭
篠

原
新
一
郎
寺
岡
七
郎
矢
代
洋

三
平
正
三
舟
生
佳
紀
作
山

里
美
鈴
木
修
二
鈴
木
英
樹

中
井
信
行
樫
村
幸
一
鈴
木
康

夫
沼
野
新
弥
鈴
木
本
成
和

田
和
吉
川
多
喜
子
大
部
勝
央

中
井
盛
雄
大
越
隆
金
澤
和
夫

沼
田
榮
梅
原
友
壽
石
井
満

棚
谷
寛
石
安
太
郎
廣
木
浩
二

村
岡
通
男
鳥
居
塚
章
井
坂
善

行
鈴
木
次
男
茂
又
新
平
川

上
淳
石
井
四
郎
佐
藤
敏
雄

佐
川
保
鈴
木
清
佐
川
順
一
郎

宇
佐
美
忠
佐
川
元
池
田
美
義

小
野
務
大
須
賀
幸
男
岡
部
渭

菊
地
佳
夫
小
泉
幸
一
郎
佐
川

健
一
下
山
田
季
雄
助
友
和
次

鈴
木
忍
高
橋
善
二
郎
野
木
都

吉
深
谷
保
男
松
本
三
郎
弓

野
勝
男

受賞者代表謝辞
棚谷寛さん (秋山）

■
民
生
・
衛
生
一
三
八
名
）

樫
村
甫
石
井
正
子
時
崎
一

関
根
利
雄
柴
田
カ
ッ
エ
鈴
木

冨
子
有
賀
多
喜
子
國
井
キ
ヌ

エ
柴
田
菫
田
村
キ
ョ
ノ
小

林
静
江
浦
丼
利
雄
渡
辺
久

大
高
進
大
部
満
穂
矢
代
利
男

川
松
愛
子
大
平
喜
美
子
田
崎

貞
子
藤
井
正
椎
名
修
蛭
田

洋
伸
根
本
忠
男
今
川
清
矢

代
セ
ツ
子
沼
倉
倉
之
助
郡
司

寅
松
長
谷
川
賢
次
沼
田
う
た

子
佐
野
徹
夫
大
部
昭
子
柴

田
日
出
子
柴
田
ほ
つ
み
田
村

き
く
江
遠
藤
光
洋
秋
山
弘
一

佐
藤
孝
守
大
平
節
子

ー

■
教
育
・
文
化
・
体
育
一
四
七
名
一

石
邦
輔
宍
戸
昭
夫
内
田
さ
く

立
花
隆
成
諸
原
英
雄
石
百
合

子
永
山
捷
平
滝
宗
章
内
田

雄
啓
若
松
健
一
平
澤
ア
ヤ

山
崎
雅
美
菊
池
靖
彦
鈴
木
美

佐
子
沼
田
和
教
大
高
諒
深

谷
明
子
橋
本
登
子
福
田
功
嗣

小
豆
畑
馨
飯
田
英
二
瀬
谷
義

■
産
業
振
興
三
二
名
｝

黒
澤
正
明
塚
本
宗
三
郎
大
部

昭
雄
武
藤
忠
夫
大
部
良
雄

田
村
實
藤
田
正
夫
今
橋
三
郎

緑
川
省
三
石
川
武
信
櫻
井
敏

中
村
由
雄
小
野
悦
男
越
智
忠

三
鈴
木
利
男
佐
川
守
利
鈴

木
栄
次
郎
鴨
志
田
政
男
佐
川

光
男
藤
井
勇
一
星
勝
英
弓

野
吉
巳

彦
志
田
諄
一
江
尻
光
昭
八

巻
恒
男
作
山
壽
男
佐
藤
元
朝

大
部
享
克
鈴
木
榮
柴
田
香

沼
野
辰
三
鈴
木
朝
夫
根
本
昇

松
本
基
齋
藤
榮
治
佐
原
美
知

子
柴
田
昌
良
豊
田
守
大
部

保
子
菊
地
啓
正
大
内
喜
代
司

山
口
猛
細
金
州
子
鈴
木
美
子

野
木
桂
子
中
村
五
郎
小
田
木

貞
夫

■
交
通
・
消
防
・
防
災

二
○
名
・
二
｜
団
体
）

斉
藤
光
則
棚
谷
博
照
山
昭
一

臼
井
進
大
越
猛
齋
藤
勝
美

和
田
ヤ
ス
子
工
藤
君
江
照
井

京
子
穂
積
政
次
消
防
団
第
一

分
団
消
防
団
第
二
分
団
消
防

ｰ

高
萩
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
高
萩
市
遺
族
会
高
萩
市
傷

瘻
軍
人
会
高
萩
市
母
子
寡
婦
福

祉
会
高
萩
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
議
会
高
萩
市
視
覚
障
害
者
福

祉
協
議
会
高
萩
市
心
身
障
害
児

者
父
母
の
会
高
萩
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
た
か
は
ぎ
食
事
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
た
か
は
ぎ
読
み

間
か
せ
グ
ル
ー
プ
た
か
は
ぎ
点

訳
友
の
会
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル

■
地
方
自
治
（
七
名
｝

金
澤
典
胤
今
川
敏
宏
吉
川
道

隆
横
山
正
勝
菊
地
正
芳
佐

川
廣
美
鈴
木
一
央

団
第
三
分
団
消
防
団
第
四
分
団

消
防
団
第
五
分
団
消
防
団
第
六

分
団
消
防
団
第
七
分
団
消
防

団
第
八
分
団
消
防
団
第
九
分
団

消
防
団
第
一
○
分
団
消
防
団
第

二
分
団
消
防
団
第
一
二
分
団

消
防
団
第
一
三
分
団
消
防
団
第

一
四
分
団
消
防
団
第
一
五
分
団

消
防
団
第
一
六
分
団
消
防
団
第

一
七
分
団
消
防
団
第
一
八
分
団

消
防
団
第
一
九
分
団
消
防
団
第

二
○
分
団
消
防
団
第
一
二
分
団

■
民
生
・
衛
生
三
名
・
二
七
団
体
一

3



おめでとうございますノ 功労表彰・感謝状

高
萩
市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協

議
会
高
萩
・
十
王
オ
パ
ー
ル
会

高
萩
は
ま
な
す
生
活
学
校
高
萩

市
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
高
萩
市
文
化
交
流
会
高
萩

献
血
連
合
会
高
萩
市
カ
ラ
オ
ケ

望
み
会
大
和
田
康
夫
石
井
完

治
医
療
法
人
博
順
会
高
萩
ク
リ

ニ
ヅ
ク
医
療
法
人
愛
正
会
や
す

ら
ぎ
の
丘
温
泉
病
院
医
療
法
人

そ
れ
い
ゆ
会
高
萩
そ
れ
い
ゆ
病
院

茨
城
県
厚
生
連
高
萩
協
同
病
院

医
療
法
人
た
ば
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
立
労
組
日
立
支
部
高
萩
通
勤
会

高
萩
さ
く
ら
と
み
ど
り
の
会
高

齢
者
ク
ラ
ブ
小
島
む
つ
み
会
菊

池
勝
夫
・
愛
子
夫
妻

毅 篭鋤

琴ノ
一

郭
Ⅷ
“
酔

燕

髪懸録 鰺…

嬢
電
篁
一
一

渥歳屋､昌癖…副|議彊
岬

■
教
育
・
文
化
・
体
育
（
六
団
体
一

高
萩
市
体
育
協
会
高
萩
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
高
萩
市
体
育
指

導
委
員
協
議
会
高
萩
市
文
化
協

会
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
市
民

合
唱
団
コ
ー
ル
・
パ
プ
リ
カ

■
産
業
振
魎
全
六
団
体
）

高
萩
市
観
光
協
会
松
久
保
及
び

手
綱
工
業
団
地
経
営
者
協
会
高

萩
ス
タ
ン
。
フ
会
高
萩
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
茨
城
ひ
た
ち
農
業

協
同
組
合
高
萩
地
区
女
性
部
高

萩
市
有
害
鳥
獣
駆
除
隊

《

》

ー

国コール･パプリカによる噴萩市民の歌｣民合唱市

■
公
共
的
活
動
・
ま
ち
づ
く
り

二
八
団
体
）

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
高
萩
市

青
少
年
相
談
員
協
議
会
高
萩
市

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
高
萩
市

高
校
生
会
ふ
れ
っ
し
ゅ
・
た
か

は
ぎ
下
君
田
さ
さ
ら
保
存
会

丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
高
萩
建
設

協
会
茨
城
県
建
築
士
会
高
萩
支

部
高
萩
市
指
定
管
工
事
協
同
組

合
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
社
団

法
人
高
萩
青
年
会
議
所
高
萩
大

和
太
鼓
高
萩
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ク

ラ
ブ
唐
檜
会
夢
蒼
塾
松
岩

寺
の
山
桜
を
観
る
会

■
交
通
・
消
防
・
防
災二
二
団
体
）

高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊
高
萩

地
区
交
通
安
全
協
会
高
萩
支
部

高
萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
高
萩
支
部
高
萩
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
高
萩
市
防
犯

連
絡
員
協
議
会
向
洋
台
団
地
自

主
防
災
会
横
川
婦
人
消
防
ク
ラ

ブ
下
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

上
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
若
栗

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
中
戸
川
婦
人

消
防
ク
ラ
ブ
大
能
婦
人
消
防
ク

ラ
ブ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

’
ー

大久保重美さん(下手綱） 工芸美術

圃

患
鴬
凝
碑
誉
瀧
失
鶇
＃
書聿冒

第
三
六
回
「
日
展
」
入
選

トー…

灘
ゲ
２

入
選
「
幻
」日

展
初
入
選
と
な
る
佐
川

さ
ん
の
作
品
「
徐
凝
詩
」
は
、

秋
の
月
夜
に
包
ま
れ
た
中
国

の
雄
大
な
自
然
を
詠
ん
だ
漢

詩
で
、
二
十
文
字
に
そ
の
世

界
を
表
現
し
て
い
ま
す
．

入
選
「
徐
凝
詩
」

艤鋼繍騨繩繍職蕊翻燃騒頚撫撫蕊難繊蕊通り

４
回
目
の
入
選
と
な
っ
た

今
回
の
作
品
は
、
源
氏
物
語

の
一
場
面
を
テ
ー
マ
に
し
た

と
い
う
「
幻
」
．
雅
の
世
界

を
ガ
ラ
ス
と
金
属
で
表
現
し

て
い
ま
す
。

ほうしょう

佐川峰章さん(高萩）
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三
昭和29年に水戸鉄道管理局に入り、以

来33年間にわたり国鉄（現JR)職員と

して活躍されました。 この間、水戸機関

区や勝田電車区の助役、水戸局の主席助

役に就かれるなど長く管理職歴に従事し、

常に安全な輸送業務に精励され、現場の

管理者として業務の近代化や合理化にも

努めるなど多大な貢献をされました。

【喜びの声】 この受章に驚くとともに恐

縮しています。多くの人にお世話になり

お礼をいいたい。受章が後輩たちの励み

になってくれればと願っています。

渡
辺
賢
太
郎
さ
ん

秘
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
上
手
綱

椎名正人さん

（島名）

購瑞宝単光章
昭和50年以来、市議会議員を7期にわ

たり務められ、 この間、総務・経済・建

設の各常任委員会委員長副議長及び各

種事務組合議員を歴任。現在、議長とし

て市議会の円滑な運営に努め、地方自治

の進展と市政の発展向上に尽力されてい

ます。また、市の農業委員会委員や消防

団分団長として農業の活性化や地域消防

にも多大な貢献をされました。

【喜びの声】立派な章をいただき大変光

栄に感じております。受章は私を支えて

くれた市民のみなさん、家族のおかげと

感謝しています。 これからも市民の目線

に立った活動を心がけていきます。

昭和40年、高萩市消防本部(署)に消防

士として入り、以来35年間の永きにわたり

消防職務に精励されました。この間、広域

化により発足した高萩市・十王町事務組合

消防本部からは消防司令に就き、次席、

中隊長などを歴任。職員の模範として行動

するとともに、市の消防業務発足当初から

組織化･機械化に多大な貢献をされました。

【喜びの声】この受賞は長年私を支えてく

ださった職場のみなさんや家族の協力によ

るものと感謝しています。消防関係のみな

さんの今後のご活躍をお祈り申し上げます。

蕊 ー

鈴木正勝さん

(安良川）

灘めでとうございま
繊雛

隣翻…蝋鍵
御『

I第54回茨城県社会福祉大会で表彰 高萩市商工会が永年勤続者・優良従業員を表彰
’

1 1月5日 （金） 月乃家

を会場とした表彰式では、

関係者が出席するなか、

勤続5年から35年までの

65名のみなさんが受賞さ

れました。

似表彰を受ける小泉紀美江

■県知事表彰関山英子（高浜町)、宇佐美威（秋山)、

渡辺守衛（下手綱)、沼田冨實穂（上君田）以上民生

委員･児童委員。森山仁子（日立市：同仁東保育園総

括主任)、川口啓予（日立市：臨海学園主任保育士）

■県共同募金会長表彰（長年共同募金運動奉仕団体）

JA茨城ひたち高萩地区女性部（代表宮田たかよ)、

高萩・十王オパール会（代表小川てる）

■県社会福祉協議会長表彰柴田榮(東ﾎ町)、飯塚節子

（有明11)､鈴木清乃(釉山)､圷てい(下手綱)、岡野道子(上手綱)、

岩間栄雄(上手綱)以上民生委員・児童委員｡鈴木清(下手綱：

社会剛艤会騨)､渡辺キヨ子(剛山'同総員)､佐藤孝守(石胤:同)、

皆川悦子(減:高辮育所長)､秋山正子(高測1 :聖鮒育園長）

■県社会福祉協議会長感謝（市善意銀行に寄附）

鈴木周平(ﾎ戸市）

■永年勤続35年（茨城県商工労働部長賞）

小泉紀美江（亀山運送(有)勤務）

■永年勤続30年（茨城県商工労働部長賞）

児玉章(KDDI (株)茨城衛星通信センター勤務）

■勤続25年（高萩市長賞）

大串作衛（鈴木建築勤務)、鈴木幸男（㈲東タクシー勤務）

仲田芳晴（㈱根本製作所勤務)、大高伸二郎（日興建設㈱勤務）

稲川幸子（日興建設㈱勤務)、小野恵一（日興建設㈱勤務）

ー

｢税に関する中学生の標語」入賞者

’下水道促進週間コンクール(組合選考)の入賞者
■関東信越国税局長賞［優秀］小関めぐみ（高榊3年）

（作品） 「税を知り税を活かして明るい未来」

■高萩市長賞布川舞（綱中1年）

（作品） 「考がえて日本の未来税のこと」

■日立税務署長賞［優秀］阿部牧人（訓中3年）

（作品） 「育もう大きな未来その税で」

■日立税務署長賞［佳作］橋本泰典(MII中3年）

■日立税務署管内租嘩砺礁進協議会長賞 かなえ
鈴木茂徳(剛山中3年)､生天目唯(綱中1年)､鈴木希恵(綱中2年）

■日立税務署管内国税モニター賞玉木絵梨香(郡中3年）

ポスターの部［最優秀]｜和賀美沙紀（高萩中1年）

［最優秀］永村真也（高萩中1年）

書道の部［最優秀］飛田夏希（高萩中1年）

標語の部［優秀］谷昇（安良川）

（作品） 「環境を守る担い手下水道」
ゆとうかな

新聞の部[最優秀］場藍嘩邸(高萩小4年）
［優秀］後藤美桜（高萩小4年）
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